
 

1 

 

 

 

 

グリーンファイナンス・フレームワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年12月15日 

 

株式会社 エスコン 

東京都港区虎ノ門２丁目 10番４号 

  



 

2 

 

 



 

3 

 

目次  

 

1. はじめに ........................................................................................................................................................... 4 

1-1. 会社概要 ................................................................................................................................................ 4 

1-2. 理念体系 ................................................................................................................................................ 4 

1-3. 価値創造プロセス .............................................................................................................................. 5 

1-4. サステナビリティに対する姿勢 ...................................................................................................... 6 

1-5. グリーンファイナンスの位置付け .................................................................................................. 7 

2. 調達資金の使途 ........................................................................................................................................... 8 

2-1. 対象プロジェクト .................................................................................................................................. 8 

2-2. 資金充当の予定 ................................................................................................................................. 8 

3. 資金使途の評価および選定のプロセス .............................................................................................. 9 

3-1. 対象プロジェクトの評価・選定のプロセス ................................................................................. 9 

3-2. ネガティブインパクトへの対応 ....................................................................................................... 9 

4. 調達資金の管理方針 .............................................................................................................................. 10 

4-1. 調達資金の管理方法..................................................................................................................... 10 

4-2. 未充当資金の運用方法 ................................................................................................................ 10 

4-3. 文書管理の方法 .............................................................................................................................. 10 

5. レポーティング方針 .................................................................................................................................. 11 

5-1. レポート方法 ...................................................................................................................................... 11 

5-2. 開示内容 ............................................................................................................................................. 11 

5-3. レポーティング体制 ......................................................................................................................... 11 

6. 外部レビュー方針 ..................................................................................................................................... 11 

 



 

4 

 

1．はじめに 

1-1．企業概要 

エスコングループは、1995年に分譲マンションの開発を行う事業者として創業以来、商業、物

流、オフィス、ホテルと着実に事業領域を拡大し、今日では複数の大型のまちづくりプロジェクトも

展開しています。 

「Ideal to Real ～理想を具現化し、新しい未来を創造する～」をパーパスに掲げるエスコングル

ープの使命は、ハードの開発だけではなく、そこで暮らす人たちの幸せを想い描き、暮らしそのも

のを開発することです。前例や既成概念にとらわれない発想で、真に価値あるものを提供すると

いう創業からの精神を変わらず追求し、お客様の理想だけではなく、社会課題の解決により社会

の理想もかたちにしていく「世の中の役に立つ企業であり続ける」ことに挑んでいます。 

エスコングループは、今後も時代の流れを読み、そのニーズに応えることで、持続可能な社会

の実現とエスコングループの持続的成長を目指します。 
 

1-2．理念体系 

エスコングループは、いかなる環境下においても持続的・長期的に成長し続けるために、今一

度エスコングループが社会に存在する意義を見つめ直し、2023年11月に経営理念体系を改訂し

ました。企業活動における「よりどころ」である経営理念体系のもと、グループ会社一丸となって社

会への貢献を続け、持続的成長を目指しています。 
 

 【エスコングループの理念体系】 
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1-3．価値創造プロセス 

エスコングループの価値創造プロセスは、様々な経営資源をインプットとして活用し、持続的な

成長を目指した事業活動を通じてエスコングループが提供するアウトプット（多様な不動産事業）、

それによりもたらされるアウトカム（価値・成果）が経営資源をさらに増強するという循環になって

います。 

この価値創造のプロセスを通じて、社会、地域の未来のために、パーパス「Ideal to Real」のも

と、あらゆるステークホルダーにとって唯一無二の存在として、「新しい未来」を創造していきます。 
 

【エスコングループの価値創造プロセス】 
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1-4．サステナビリティに対する姿勢 

エスコングループは、時代と共に変化するニーズに対応し、理想を具現化し、新しい未来を創

造する「Ideal to Real」をパーパスとして掲げ、理想の暮らしを創造するライフ・デベロッパーとし

て、社会課題への対応を通じた「持続可能な社会の実現」と「持続的成長」を目指し、「サステナビ

リティ経営」を推進しています。 

 

 

エスコングループは「Ideal to Real（理想を具現化し、新しい未来を創造する）」のパーパスのも

と、時代とともに変化するニーズに対応し、理想の暮らしを創造するライフ・デベロッパーとして、サ

ステナビリティ経営の推進による社会課題への対応を通じた持続可能な社会の実現と持続的成

長を目指していきます。 

 

 

環境や社会、ガバナンスに関する法規制や当社が約束したことを遵守し、サステナビリティ経営

の推進により社会から必要とされる企業として成長を目指していきます。 

 

 

エスコングループは長期ビジョン 2030 でサステナビリティ経営上の重点テーマとして「深化」と

「進化」の 2軸を設定し、5つのマテリアリティを特定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サステナビリティ経営理念 

サステナビリティ基本方針 

マテリアリティ 
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エスコングループは、サステナビリティ推進活動に対する体制の強化、および経営の関与の明

確化を図るため、「サステナビリティ推進委員会」を設置しています。 

本委員会は、代表取締役社長を委員長とし、委員長が指名する委員および常勤監査等委員な

どのオブザーバーで構成されます。サステナビリティ推進委員会における検討内容は取締役会に

報告され、取締役会による確認・監督を受けることで、サステナビリティ経営の推進に関する実効

性を確保しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-5．グリーンファイナンスの位置づけ 

エスコングループは、サステナビリティ経営の推進による社会課題への対応を通じた持続可能

な社会の実現と持続的成長を目指しています。 

2050年のカーボンニュートラル社会の実現に向け、次世代型まちづくり等、新たな環境価値の

創造と、環境に最大限配慮した不動産開発や企業活動を推進することで、環境価値と事業価値

の創出を推進しています。 

これらの取り組みを推進すべく、本フレームワークに基づいた資金調達により、ＺＥＨ等のグリー

ンプロジェクトに充当することで、カーボンニュートラルや持続可能な社会の実現に貢献できるも

のと考えています。 

推進体制 
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2．調達資金の使途 

2-1．対象プロジェクト  

本フレームワークに基づいて調達した資金は、以下の適格クライテリアを満たすグリーンプロジ

ェクトの新規投資または既存投資のリファイナンスに充当する予定です。 
 

【適格クライテリア】 

プロジェクトカテゴリー 適格プロジェクト 

グリーンビルディング 

/省エネルギー 

・次の(1)～(3)のいずれかを満たす新規又は既存の物件に関する支

出（土地取得費、企画開発費、建設費等）又は投資 

(1) 以下のいずれかの第三者認証を取得又は更新した物件 

(2) 以下のいずれかの第三者認証を将来取得又は更新予定の物

件 

(3) 建築物の省エネ性能を示す指標（BEI等）がZEHまたはZEB基準

の水準相当を満たしている物件 

(4) グリーンファイナンス実行日から遡って過去36 ヵ月以内に竣工

した物件 

 

【第三者認証】 

種類 適格ランク 

CASBEE 建築 (新築) S、A、B+ 

CASBEE 不動産 S、A、B+ 

LEED O+M v4.0 Platinum, Gold, Silver 

LEED O+M v4.1 Platinum, Gold, Silver 

BREEAM In-Use Outstanding, Excellent, Very 

good 

Green Mark 認証 Platinum, Gold Plus, Gold 

Green Star 認証 6 つ星、5 つ星、4 つ星 

BELS（平成28 年度基準） 5 つ星、4 つ星、3 つ星 

※物流施設において BEI＝

0.75 超を除く 

BELS（令和6 年度基準） 非住宅：レベル6～4 

再エネ設備のない住宅：レベル

4～3 

再エネ設備のある住宅：レベル
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6～3 

DBJ Green Building 認証 5 つ星、4 つ星、3 つ星 

自治体版CASBEE S、A、B+ 

※工事完了日から3年以内のも

のに限る 

ZEH認証 ZEH、Nearly ZEH、ZEH 

Ready、ZEH Oriented、ZEH-

M、NearlyZEH-M、ZEH-M 

Ready、ZEH-M Oriented 

ZEB認証 ZEB、Nearly ZEB、ZEB 

Ready、ZEB Oriented 
 

2-2．資金充当の予定 

本フレームワークに基づいて調達した資金は、適格クライテリアを満たすグリーンプロジェクトの

新規投資または既存投資のリファイナンスに充当する予定です。なお、既存の資産にかかる支出

はグリーンファイナンス実行日から遡って36ヵ月以内に実施された支出に限ります。 
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3．資金使途の評価および選定のプロセス 

3-1．対象プロジェクトの評価・選定のプロセス  

プロジェクトの選定にあたっては、「新たな環境価値の創造と環境に最大限配慮した不動産開

発となっているか」を基準として、カーボンニュートラル社会の実現のためにＣＯ２排出量削減に貢

献する方法が確保できる点が評価・選定のプロセスの条件となります。 

あわせて、3-2「ネガティブインパクトへの対応」の通り、環境・社会的リスク低減のための対応

がなされていることが確認できる点も評価・選定のプロセスの条件となります。 

また、対象となるプロジェクトを資金使途として、本フレームワークに基づいて資金調達を行うこ

とは、財務部の担当者によって起案され、代表取締役社長の決裁により最終決定されます。 

 

3-2．ネガティブインパクトへの対応 

プロジェクトがもたらす環境・社会的リスク低減のため、以下のプロセスにより対応しています。 

想定されるリスク 主なリスク保全措置および評価 

不動産開発による産業廃棄物、有

害物質の発生・残留等の人体・環

境への悪影響 

不動産開発企画の際に、環境リスクの調査・確認を

実施のうえ、リスクマネジメント部門の検証後、本部

会議にて投資判断を決定しております。また、開発期

間、運営期間中も施工事業者や運営事業者との継

続的なコミュニケーションを図り、環境や人体への悪

影響を防止する取り組みを実施しています。 

施設建設時における騒音・振動の

発生などによる住民とのトラブル 

開発時には近隣住民への説明会などを実施しており

ます。また、開発期間中は施工事業者とのコミュニケ

ーションを図り、騒音・振動等の発生を最小限に留め

る取り組みを実施しています。 

その他のリスク 
上記のリスクとあわせて本部会議にて投資判断を決

定しています。 
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4．調達資金の管理方針 

4-1．調達資金の管理方法 

本フレームワークに基づいて調達した資金の充当管理は財務部が行います。財務部におい

て、担当および上長の2名体制によって、本フレームワークに基づいて調達した資金の総額、プロ

ジェクトへの充当済資金、未充当資金を電子ファイルにて管理する体制としています。 

 

4-2．未充当資金の運用方法 

未充当金額については、発生する予定がありませんが、仮に発生した場合には、現金または現

金同等物等で運用します。また、全額充当後においても、資金使途の対象となる資産に当初の想

定と異なる事象の発生や売却が生じた場合、当該事象および未充当金の発生状況に関し、当社

ウェブサイトに速やかに開示を行います。 

 

4-3．文書管理の方法 

本調達資金に関連する証憑となる文書等については、当社の文書管理規定に基づき適切に管

理・保管します。 
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5．レポーティング方針 

5-1．レポート方法 

本フレームワークに基づいて調達した資金が全額充当されるまで年1回、以下の内容を当社ウ

ェブサイト上に開示します。また、調達資金の充当計画に大きな変更が生じる等の重要な事象が

生じた場合は、適宜開示します。 

・調達資金を充当したプロジェクトおよび環境改善効果 

・充当金額 

・未充当金の残高および充当予定時期 

・調達資金のうちリファイナンスに充当された部分の概算額または割合  

 

5-2．インパクト・レポーティング 

本フレームワークに基づいて調達した資金が充当された適格プロジェクトのインパクト・レポー

ティングとして、実務上可能かつ守秘義務の範囲内において、以下の指標等を当社ウェブサイト

上にて年1回公表します。 
 

プロジェクトカテゴリー 指標 

グリーンビルディング 
• 物件名もしくはプロジェクト名 

• 取得した認証種類と認証レベル 

省エネルギー 

• 物件名もしくはプロジェクト名 

• BEI 

• CO2削減量(t-CO2) 

• 延床面積あたりのCO2削減量(kg-CO2/㎡) 

 

5-3．レポーティング体制 

レポーティングは財務部および広報部が主管として作成することとし、調達資金に関する情報

収集・記載事項の確認、インパクトに関する情報収集・記載事項の確認を実施します。 

 

6．外部レビュー方針 

当社は、グリーンファイナンス実施のために、本フレームワークが「グリーンボンド原則（2025年

版）」、「グリーンローン原則（2025年版）」、「グリーンボンドガイドライン（2024年版）」および「グリー

ンローンガイドライン（2024年版）」との適合性について、第三者評価機関である株式会社日本格

付研究所より、セカンド・オピニオンを取得しています。 

以 上 


